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第１章 政策の基本 「人づくり」

将 来 像【第２部“とちぎ”づくり戦略】の構成

ﾗｲﾌｽﾃｰ
ﾞ シルバ 世代若者子ども 大人ｼﾞ シルバー世代

人をはぐくむ

子育て世代

若者子ども 大人

○成長の基礎をはぐくむ
○人として生きる力をはぐくむ

○一人ひとりの可能性をはぐくむ
○挑戦する心をはぐくむ

○子育て力をはぐくむ

人を活かす

○子育て力をはぐくむ

○多様な能力を活かす ○シルバー世代の知恵と能力を活かす

○文化・スポーツによる健全な心身の形成や世代間交流の促進

第２章 重 点 戦 略

重点戦略１ 暮らしを支える安心戦略 重点戦略２ 明日を拓く成長戦略 重点戦略３ 未来につなぐ環境戦略

エコな暮らしの推進 プロジェクトパワーアップとちぎ プロジェクト

環境を起点とする活力の創出 プロジェクトフードバレーとちぎ プロジェクト地域でつくる福祉環境 プロジェクト

安心の子育て環境づくり プロジェクト

元気で健やかな暮らし実現 プロジェクト

地域コミュニティ再生 プロジェクト

人と自然が共生するとちぎの実現 プロジェクト
観光立県とちぎづくり プロジェクト

個性輝くとちぎの地域づくり プロジェクト

日々の暮らしの安全・安心実現 プロジェクト

第３章 戦略の推進に向けて（仮称）第３章 戦略の推進に向けて（仮称）

３ 行財政基盤の確立１ 多様な主体のパートナーシップ ２ 地方分権の実現
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政策の基本 人 づ く り
めざすところ
◆とちぎづくりの原動力は人であり、「人づくり」こそ、これからのとちぎづくりの原点です。

【第２部“とちぎ”づくり戦略】

◆とちぎ くりの原動力は人であり、 人 くり」 そ、 れからのとちぎ くりの原点です。
県民一人ひとりが地域や社会の担い手となり、力を発揮することができる「人づくり」を進めます。

○「人をはぐくむ」「人を活かす」の２つの視点に立ち、人の成長や人生の節目に合わせながら、子ども世代、若者世代、大人世代、シルバー世代の４つのライフステージにあわせた取
組を展開します。
○「人をはぐくむ」「人を活かす」の２つの視点に立ち、人の成長や人生の節目に合わせながら、子ども世代、若者世代、大人世代、シルバー世代の４つのライフステージにあわせた取
組を展開します。

大人世代
～６５歳頃

シルバー世代子ども世代
就学前 ～中学生

若者世代
高校生 ～社会的自立

ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞ

○成長の基礎をはぐくむ
・就学前教育の充実

○人として生きる力を

○一人ひとりの可能性をはぐくむ
• 勤労観・職業観の育成
• 社会参加体験による社会性の育成
• 職業教育と就労支援

○挑戦する心をはぐくむ
•様々なチャレンジに対する支援
•働きながら能力向上を目指せる環境づくり

る力を
はぐくむ
・確かな学力の向上
・豊かな心をはぐくむ
教育の推進
・健やかな体の育成
・ノーマライゼーション

職業教育 就労支援

○子育て力をはぐくむ
・親の子育て力の向上

子育て世代

・ノーマライゼーション
に基づく教育の充実

（親の学習機会の充実）
（将来の親となる子どもの学習機会の充実）
（家族の絆の強化）

○多様な能力を活かす
•社会活動を促進するための意識啓発
•社会活動に関する学習機会の充実
•社会参加しやすい環境づくり

（協働）（女性等）

○シルバー世代の知恵と能力を活かす
・高齢者の就労機会の拡大
・経験を活かした社会参加の促進

文化・スポーツによる健全な心身の形成や世代間交流の促進
○文化 ・生涯を通じて文化に親しむ人づくり ・文化活動を通じた地域における世代間交流の場づくり
○スポーツ ・生涯を通じてスポーツに親しむ人づくり ・スポーツ活動を通じた地域における世代間交流の場づくり

（協働）（女性等）
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暮らしを支える安心戦略重点戦略１

めざすところ
◆子育てに夢を持ちながら、それぞれの家庭や地域において、次の時代を担う子どもたちを健やかに生み育てられる環境づくりを進めます。
◆高齢者や障害のある人が 家庭や住み慣れた地域の中で 安心して自立した生活を送れる環境づくりを進めます

【第２部“とちぎ”づくり戦略】

◆高齢者や障害のある人が、家庭や住み慣れた地域の中で、安心して自立した生活を送れる環境づくりを進めます 。
◆長寿社会にあって、すべての県民が、生涯を通じて心身ともに健康でいきいきと暮らせる環境づくりを進めます 。
◆地域の住民同士が力を合わせて地域づくりや防犯・防災等に取り組むことにより、人と人がつながり合うあたたかな地域コミュニティの再生を目指します 。
◆食の安全や地域の交通安全を確保するとともに、生活に直結する様々な問題の相談体制等を強化することにより、安全で安心な生活の実現を目指します。

健やかで安心な暮らしを実現するために ５つのプロジ クトを重点的に推進します健やかで安心な暮らしを実現するために ５つのプロジ クトを重点的に推進します

【プロジェクト４】
地域コミュニティ再生 プロジェクト

健やかで安心な暮らしを実現するために、５つのプロジェクトを重点的に推進します。健やかで安心な暮らしを実現するために、５つのプロジェクトを重点的に推進します。

【プロジェクト１】
安心の子育て環境づくり プロジェクト

【プロジェクト２】
地域でつくる福祉環境 プロジェクト
【プロジェクト２】
地域でつくる福祉環境 プロジェクト

○住民による地域コミュニティの再生
・地域づくりの核となる人材育成支援
・住民による地域再生の取組への支援

○住民の助け合いによる防犯・防災の推進
・自主防犯活動の促進

○地域における子育ての支援
・県民総ぐるみによる結婚・子育ての支援
・地域における子育て支援サービスの充実

○保育サービスの充実
・待機児童の解消に向けた保育基盤の整備促進

○地域における支え合いの推進
・地域の福祉を支える人材の確保
・高齢者の相談・見守り体制の整備
・高齢者の多様な住まいの支援

○障害者が地域で暮らせる体制づくり

○地域における支え合いの推進
・地域の福祉を支える人材の確保
・高齢者の相談・見守り体制の整備
・高齢者の多様な住まいの支援

○障害者が地域で暮らせる体制づくり ・自主防犯活動の促進
・地域防災力の向上

○地域の移動手段の確保
・高齢者等の移動手段確保

・待機児童の解消に向けた保育基盤の整備促進
・多様な保育サービスの充実

○子どもを守りはぐくむ体制づくり
・児童虐待防止対策の充実
・家庭的な養育環境の整備促進
就業支援など とり親家庭対策 推進

○障害者が地域で暮らせる体制づくり
・地域における相談支援体制づくりの促進
・就労支援の充実

○障害者が地域で暮らせる体制づくり
・地域における相談支援体制づくりの促進
・就労支援の充実

【プロジェクト３】
【プロジェクト５】
日々の暮らしの安全・安心実現 プロジェクト

○消費生活における安全・安心の確保
・消費生活相談の機能強化

・就業支援などひとり親家庭対策の推進

○仕事と子育ての両立支援
・出産や育児で退職した女性の再就職支援
・子育てと仕事の両立を図るための企業等の取組促進

【プロジェクト３】
元気で健やかな暮らし実現 プロジェクト

○長寿社会における健康づくりの推進
・健康寿命を伸ばすための環境づくりの推進
・生活習慣病など疾病予防対策の推進

・食の安全・安心の確保

○高齢者の交通事故抑止
・身近な地域における交通事故抑止の推進

○被害者等支援の推進

○学校及び学校周辺における安全の確保
・学校施設の安全性の向上
・児童・生徒の登下校時の安全確保

○地域で安心できる医療の確保
・在宅医療の充実
・医療機関の機能分担・連携の推進
・医師・看護師など医療従事者の確保

○被害者等支援の推進
・犯罪被害者等への支援の充実

○犯罪が発生しにくい地域づくり
・犯罪抑止対策の推進

○総合的な自殺対策の推進
・相談支援体制の強化
・地域における見守り機能の強化

○は取組

・は想定される事業等

３



明日を拓く成長戦略重点戦略２
めざすところ
◆本県の成長を牽引する先端産業や中小企業、農業などの競争力と成長力を強化し、県内経済の活性化を図ります。

◆本県の良質で豊かな水や農産物を活かし、食品産業など地域に密着した内需型の産業を振興することによって、国内外の経済環境の変化に左右されない厚みのある産業構造の
構築を 指 ます

【第２部“とちぎ”づくり戦略】

活力と魅力あふれる地域をつくるために ４つの戦略プロジ クトを重点的に推進します活力と魅力あふれる地域をつくるために ４つの戦略プロジ クトを重点的に推進します

構築を目指します。

◆本県の優位な立地条件を活かすとともに、自然、産業、文化、暮らしなどの地域資源を観光資源として有効に活用することによって、多くの人々が訪れ、交流する観光立県とちぎを
目指します。
◆住民協働のもと、様々な主体が参加する地域づくりを推進し、交流と連携によるにぎわいを創出することによって、地域の自立と持続的な発展を目指します。

【プロジェクト１】
パワーアップとちぎ プロジェクト

【プロジェクト２】
フードバレーとちぎ プロジェクト

【プロジェクト３】
観光立県とちぎづくり プロジェクト

活力と魅力あふれる地域をつくるために、４つの戦略プロジェクトを重点的に推進します。活力と魅力あふれる地域をつくるために、４つの戦略プロジェクトを重点的に推進します。

○本県の強みを活かした産業の振興
・重点振興産業分野の振興による地域経済の活性化

○挑戦し、成長する企業の創出
・創業や新たな事業展開の促進
・地域経済を担う小規模事業者の底力の向上

○フードバレーとちぎの推進
・産学官連携による商品開発、技術開発
・海外市場も視野に入れた販路開拓
・とちぎの強みを活かした企業誘致
・農業をはじめとする関連産業の高付加価値化

○魅力あふれる観光地づくり
・観光ホスピタリティ向上
・新たな旅行分野の開拓促進

○戦略的な誘客の推進
・戦略的な誘客活動の展開・地域経済を担う小規模事業者の底力の向上

○戦略的な企業誘致の推進
・戦略的な企業誘致活動の推進
・立地環境の向上による既立地企業の定着促進
・産業団地の整備等産業基盤の整備促進

・戦略的な誘客活動の展開
・北関東自動車道等を活用した広域的な観光振興

・中国を始め東アジアを中心とする誘客の推進（外国人
誘客の推進）

○力強い農業の推進
・とちぎの農業をリードする「プロ農家」の育成
・農内外の人材や企業体の参入による農業の活性化
・需要対応型産地への転換促進

【プロジェクト４】

個性輝くとちぎの地域づくり プロジェクト

○住み続けたい、住んでみたい地域づくり

自然 景観 文化など地域資源を活用 た魅力ある地域

○交流と連携によるにぎわいのある地域づくり
・都市と農山村や県域を越えた交流など多様な交流・

○は取組

・は想定される事業等

・自然・景観、文化など地域資源を活用した魅力ある地域
づくりの推進
・暮らしやすく利便性の高いまちづくりの促進

・人を呼び込み増やす二地域居住、UJIターンの促進

・都市と農山村や県域を越えた交流など多様な交流・
連携による地域の活性化
・住民・企業・ＮＰＯ等多様な主体の地域づくりへの参
加促進

４



未来につなぐ環境戦略重点戦略３

めざすところ
◆環境について自ら学び、自ら行動する機会や場を提供し、県民誰もが楽しみながら実践するエコな暮らしを目指します。
◆地域資源を活かしたエネルギーの地産地消の促進や、環境に関連する産業の育成、集積によって、地域の活力向上を目指します。

【第２部“とちぎ”づくり戦略】

◆地域資源を活かしたエネルギ の地産地消の促進や、環境に関連する産業の育成、集積によって、地域の活力向上を目指します。
◆とちぎの豊かで優れた自然環境を守り育てながら、その恵みを本県の貴重な財産として将来に引き継ぎ、人と自然が共生するとちぎの実現を目指します。

地球と人にやさしい快適な社会を築くために、３つのプロジェクトを重点的に推進します。地球と人にやさしい快適な社会を築くために、３つのプロジェクトを重点的に推進します。

【プロジェクト２】
環境を起点とする活力の創出 プロジェクト

○環境にやさしいエネルギーの地産地消の挑戦

【プロジェクト１】
エコな暮らしの推進 プロジェクト

○環境を守る人材の育成
・家庭や地域、学校、職場等における環境学習の推進

【プロジェクト３】
人と自然が共生するとちぎの実現 プロ
ジェクト

○とちぎの豊かな自然環境の保全○環境にやさしい ネルギ の地産地消の挑戦

・太陽光、中小水力、バイオマス、温泉熱などの自然エ
ネルギーの導入・利用の推進

○環境関連産業の振興による環境先進県とちぎづ
くり
環境関連の技術や新製品の開発の促進

家庭や地域、学校、職場等における環境学習の推進
・環境保全活動の輪を広げるリーダーの養成

○身近にできる環境保全活動の推進

・県民総ぐるみによる省エネ活動やごみの減量化・リ
サイクルなどの推進
県民と協働で取り組む環境保全活動の推進

然環 保
・自然公園等の貴重で優れた自然の保全

・里地里山や田園などの身近な自然の保全再生とふ
れあい活動の推進

・とちぎの元気な森づくり県民税などを活用した公益
的機能を発揮する森林の整備促進

・環境関連の技術や新製品の開発の促進
・環境関連企業の誘致
・事業者等の環境への負荷軽減の取組の促進・拡大

○持続的発展が可能な循環型社会の形成
・バイオマスを循環利用する地域循環システムづくりの

・県民と協働で取り組む環境保全活動の推進

○暮らしにおける低炭素社会に向けた取組の推進
・住宅用新エネ・省エネ設備の導入促進
・電気自動車などのエコカーの普及促進
・公共交通の充実や自転車走行環境の整備

○生物多様性の確保
・希少な野生動植物の保護や外来種の駆除
・野生鳥獣の適正な保護管理

推進

・県産出材の需要拡大による森林資源の循環利用の
推進

・事業系廃棄物の発生抑制・再使用・再生利用等の取
組促進

○は取組

・は想定される事業等
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